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「政策決定者用要約」の概要
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環境省地球環境局による仮訳
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以下の日本語訳は、IGES甲斐沼美紀子「IPCC 1.5℃特別報告書」（WWF勉強会）による
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SDGｓと同様、テーマの相互の関連性、それらが統合的に取り組まれる必要性を確認（重複をあえていとわず）

（個別領域に係る「戦略」をすべて統合）
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地球温暖化対策計画・気候変動適応計画がある

循環型社会形成推進基本計画がある

生物多様性国家戦略2012－2020がある
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• 現段階で完璧なエネルギー源は存在せず。４年前の計画
策定時に想定した２０３０年段階での技術動向に本質的な
変化なし。我が国は、まずは２０３０年のエネルギーミックス
の確実な実現に全力。

• ２０５０年を展望すれば、非連続の技術革新の可能性。脱
炭素化技術の全ての選択肢を維持し、その開発に官民協
調で臨み、脱炭素化への挑戦を主導。エネルギー転換と脱
炭素化への挑戦。これが２０５０年のエネルギー選択の基
本。

• ２０３０年のエネルギーミックスの確実な実現へ向けた取組
の更なる強化を行うとともに、新たなエネルギー選択として
２０５０年のエネルギー転換・脱炭素化に向けた挑戦

シナリオの設計の検討にあたっての視点
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中央環境審議会地球環境部会カーボンプライシングの活用に関する小委員会
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2018年11月27日閣議決定
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